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ADL/QOL、生命予後を守るために～. PARTNER Patient-Centered Treatment Seminar～
高齢者の全身管理を考える～全国 WEB 講演会. 東京, 2016 年 10 月 

 
58. 金沢一平: ランタス XR 使用経験から適応症例を考察する. Insulin Expert Seminar. 東

京, 2016 年 10 月 
 
59. 金沢一平: ランタス XR 使用経験から適応症例を考察する～持効型インスリンを選択

する際に考慮すべきこと～. Insulin Expert Session in IDF-WPR. 台北, 2016 年 10 月 
 
60. 金沢一平: 多様化する糖尿病治療薬を整理する～糖尿病治療ガイド改訂ポイントを

踏まえて～. 島根県薬剤師会出雲支部学術研修会. 出雲, 2016 年 11 月 
 
61. 金沢一平: 高齢化する骨粗鬆症患者の薬物治療を考える～サルコペニアと骨粗鬆症

の関連性を踏まえて～. 整形外科医のためのナレッジセミナー. 松江, 2016 年 11 月 
 
62. 金沢一平: 日常診療で動脈硬化性疾患予防のためにできること、すべきこと, 第 1 回

松江「循環器・糖尿病」診診連携の会. 松江, 2016 年 11 月 
 
63. 金沢一平: 外来診療から学ぶ糖尿病治療ストラテジー～いつ、どんな症例に SGLT2

阻害薬を処方する？～. アステラス製薬スキルアップミーティング. 出雲, 2016 年 12
月 

 
 



 
 
64. 金沢一平: 糖尿病治療薬の ABC～第一選択薬、併用薬をシンプルに考える～, 八束地

区診療懇話会. 松江, 2017 年 1 月 
 
65. 金沢一平: 高齢者診療において知っておきたい最近の話題～サルコペニア・フレイル

と生活習慣病との関連性について～. 高齢者の排尿障害を考えるセミナー. 出雲, 
2017 年 2 月 

 
66. 金沢一平: 低血糖リスクを考慮した糖尿病治療の考え方. 協和発酵キリン株式会社社

内講演会. 出雲, 2017 年 2 月 
 
67. 金沢一平: Weekly GLP-1 受容体作動薬を活かした新時代の糖尿病治療戦略. Incretin 

Deep Dive. 広島, 2017 年 3 月 
 
68. 金沢一平: 患者ニーズを満たす新しい糖尿病診療の勘所～糖尿病診療ガイド改訂ポ

イントを踏まえて～. 益田医師会学術講演会. 益田, 2017 年 3 月 
 
69. 金沢一平: 持効型インスリンを選ぶうえで考慮したい 3 つのポイント. Insulin summit 

2017. 福岡, 2017 年 3 月 
 
70. 金沢一平: 私が考える SGLT2 阻害剤について. SGLT2 阻害薬を考える会. 出雲, 2017

年 3 月 
 
71. 金沢一平: 糖尿病による骨代謝異常のメカニズム. 第 40 回 Osaka Diabetes Forum. 大

阪, 2017 年 3 月 
 
72. 金沢一平: 糖尿病における残余リスクを考慮した脂質管理の重要性. 動脈硬化予防治

療セミナー in 出雲. 出雲, 2017 年 3 月 
 
73. 金沢一平: アンメットニーズを埋める GLP-1RA の位置づけ. GLP-1RA カンファレン

ス. 松江, 2017 年 3 月 
 
74. 守田美和: 教育入院による糖尿病患者指導について. ノバルティスファーマ社内研修. 

出雲, 2016 年 4 月 
 
75. 守田美和: 糖尿病症例の理解向上. アステラス社内研修. 出雲, 2016 年 8 月 
 
76. 守田美和: チーム医療. 協和発酵キリン社内研修. 出雲, 2016 年 9 月 
 



 
 
77. 守田美和: CGM とポンプ. 大國内科患者会. 松江, 2016 年 11 月 
 
78. 守田美和: 糖尿病ってどんな病気？. ろうあ者日曜教室. 出雲, 2017 年 2 月 
 
79. 野津雅和: 野津先生の初耳学！～偉人たちに学ぶ糖尿病治療の歴史. 平成 28 年度 誰

でも参加できる糖尿病教室. 出雲, 2016 年 11 月 
 
80. 矢野彰三: 透析患者の骨折とその予防. 第 28 回京都透析症例検討会. 京都, 2016 年 5

月 
 
81. 矢野彰三: 知ってトクする輸液と栄養. 島根大学研修医勉強会. 出雲, 2016 年 6 月 
 
82. 矢野彰三: 男子の食事を考える～メタボと食事～. 平成 28 年度掛合町入間健康講演

会. 雲南, 2016 年 7 月 
 
83. 矢野彰三: ご存知ですか？あなたのロコモ度. 平成 28 年度後期公開講座. 出雲, 2016

年 10 月 
 
84. 矢野彰三: 透析患者の栄養障害～PEW とその対策～. ホスレノール WEB セミナー. 

出雲, 2016 年 11 月 
 
85. 矢野彰三: 腎臓について正しく知ろう. 平成 28 年度邑南町 CKD 教室. 邑南町, 2016

年 12 月 
 
86. 矢野彰三: エビデンスに基づいた適切な MBD 管理. 鳥取県東部 CKD-MBD 学術講演

会. 鳥取, 2017 年 3 月 
 
87. 矢野彰三: CKD 患者の骨病変と骨折予防. 第 6 回南河内骨の健康フォーラム. 大阪, 

2017 年 3 月 
 
88. 山根雄幸: 高齢者の糖尿病治療の実践. 糖尿病病診連携の会. 出雲, 2016 年 6 月 
 
89. 山根雄幸: 糖尿病患者の足病変(病態生理から治療まで). 糖尿病重症化予防(フットケ

ア)研修会. 松江, 2016 年 6 月 
 
90. 山根雄幸: 介護保険の申請と高齢者の薬物療法について. 第 11 回島根県糖尿病協会

糖尿病療養指導研修会. 浜田, 2016 年 9 月 
 



 
 
91. 山根雄幸: 糖尿病治療薬とグルカゴンの関係. 西部地区 SGLT2 阻害薬適正使用セミ

ナー. 浜田, 2016 年 10 月 
 
92. 山根雄幸: SGLT2 害薬で留意が必要な症例. Diabetes Current Forum in 松江. 松江, 

2016 年 10 月 
 
93. 山根雄幸: ランタス XR の使用経験. 糖尿病フォーラム in 中国. 岡山, 2016 年 11 月 
 
94. 山根雄幸: 高齢糖尿病患者とフレイルの問題. 第 7 回鳥取県立中央病院・糖尿病療養

指導講習会. 鳥取, 2016 年 12 月 
 
95. 山根雄幸: 腎症・動脈硬化症. 第 89 回糖尿病を考える会. 益田, 2017 年 3 月 
 
96. 山根雄幸: 知って防ごう！糖尿病. 糖尿病予防講演会. 邑南, 2017 年 3 月 
 
97. 垣羽寿昭: 経口血糖降下薬の使い方～私なら，こう処方する！～. 協和発酵キリン社

員研修会. 松江, 2016 年 5 月 
 
98. 垣羽寿昭: 高齢者糖尿病における薬物療法を考える. 糖尿病病診連携談話会 Face to 

Face Meeting. 松江, 2016 年 6 月 
 
99. 垣羽寿昭: 家族みんなで考えよう！メタボ予防，糖尿病予防. 生馬地区生活習慣病予

防講演会. 松江, 2016 年 6 月 
 
100. 垣羽寿昭: SGLT2 阻害薬を使用するにあたって注意する点. 田辺三菱製薬講師招聘勉

強会. 松江, 2016 年 6 月 
 
101. 垣羽寿昭: 当院における糖尿病治療薬の使用状況. しまね糖尿病セミナー. 松江, 

2016 年 7 月 
 
102. 垣羽寿昭: 高齢者糖尿病の薬物治療を考える. 興和創薬社内勉強会. 松江, 2016 年 9

月 
 
103. 垣羽寿昭: MRI拡散強調画像にて脳梁膨大部に可逆性高信号域を認めた低血糖性片麻

痺の 1 例. 第 25 回島根糖尿病セミナー. 浜田, 2016 年 10 月 
 
104. 垣羽寿昭: 一から始める糖尿病入門. 第 1 回糖尿病対応力向上セミナー. 松江, 2017

年 1 月 
 



 
 
105. 垣羽寿昭: 病診連携を再考する～連携パス導入患者の振り返りから～. 糖尿病病診連

携談話会 Face to Face Meeting. 松江, 2017 年 2 月 
 
106. 垣羽寿昭: 高齢者糖尿病. 島根糖尿病療養指導士第 10 期第 2 回認定研修会. 益田, 

2017 年 3 月 
 
107. 垣羽寿昭: インスリンよもやま話. 武田薬品社外講師勉強会. 松江, 2017 年 3 月 
 
108. 垣羽寿昭: 災害に備える糖尿病医療. 安来能義地域糖尿病管理協議会糖尿病スタッフ

研修会. 松江, 2017 年 3 月 
 
109. 垣羽寿昭: インスリン治療の進歩. 島根県糖尿病協会療養指導研修会. 雲南, 2017年 3
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1. 山内美香, 名和田清子, 山本昌弘, 杉本利嗣: 健常閉経後女性における海綿骨微細構

造指標と糖代謝の関係. 第 40 回山陰骨代謝研究会. 米子, 2016 年 10 月 
 
2. 三宅隆明: Romiplostim を中止できた難治性 ITP の 1 例. 出雲血液学セミナー. 出雲, 

2016 年 5 月 
 
3. 三宅隆明: 骨髄腫細胞におけるボルテゾミブとフシコクシン誘導体(ISIR-042)の併用

効果. Izumo IMiDs Conference. 出雲, 2017 年 1 月 
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腎症研究会. 出雲, 2016 年 8 月 
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ミナー. 浜田, 2016 年 10 月 
 
6. 竹野歩, 守田美和, 三宅仁美, 山本昌弘, 杉本利嗣: テグレトールによる薬剤性過敏

症症候群の後に 1 型糖尿病を発症した 1 例. 第 91 回山陰糖尿病懇話会. 鳥取, 2016 年
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7. 竹野歩, 守田美和, 田中小百合, 山本昌弘, 杉本利嗣: ニボルマブが原因と考えられ

た原発性甲状腺機能低下および中枢性副腎皮質機能低下症を発症した悪性黒色腫の

1 例. 第 17 回山陰内分泌研究会. 鳥取, 2016 年 10 月 
 
8. 竹野歩, 金沢一平, 杉本利嗣: 糖代謝における骨細胞AMP kinaseの重要性についての

検討. 第 4 回臨床骨ネットワーク研究会. 東京, 2017 年 2 月 
 
9. 岡田隆宏, 高橋勉, 高橋史匡, 鈴木律朗, 鈴宮淳司: 同種移植再発に対してモガムリ

ズマブを投与した ATL の 3 例. 第 22 回中国四国造血幹細胞移植研究会. 岡山, 2016
年 4 月 

 
10. 岡田隆宏: 診断に苦慮した溶血性尿毒症症候群の一例. 出雲血液学セミナー. 出雲, 

2016 年 5 月 
 
11. 真鍋奈緒子, 三宅仁美, 守田美和: 血糖コントロールに難渋した高齢緩徐進行 1 型糖

尿病の一例. 出雲合同カンファレンス. 出雲, 2017 年 2 月 
 



 
 
12. 真鍋奈緒子, 田中小百合, 山本昌弘, 山内美香, 森雄亮, 津端由佳里, 杉本利嗣: 

Nivolmab による下垂体性副腎皮質機能低下症を呈した一例. オプジーボチーム医療

セミナー. 出雲, 2017 年 3 月 
 
13. 石原慎一郎, 三宅仁美, 守田美和, 山本昌弘, 山内美香, 杉本利嗣: GAD 抗体陰性、
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年 10 月 
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栖みや: 当院における ESA 抵抗性貧血症例の治療. 第 86 回和歌山透析研究会. 和歌

山, 2016 年 10 月 
 
15. 矢野彰三: NST について～栄養評価と栄養投与のスタンダードな考え方～. 卒後臨床

研修早朝セミナー(研修医オリエンテーション). 出雲, 2016 年 4 月 
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17. 矢野彰三: おなかの音、聞いてますか？～おなかのことはおなかに聞け～. 平成 28

年クリニカルスキルアップセンター定期講習会. 出雲, 2016 年 7 月 
 
18. 矢野彰三, 並河徹, 野津吉友, 陶山洋二, 三島清司, 長井篤: 高齢者サルコペニアにお

けるミオスタチンの役割. 第 26 回環日本海 NST フォーラム. 米子, 2016 年 7 月 
 
19. 矢野彰三, 長井篤, 又賀建太郎, 杉本利嗣, 公受伸之, 鈴木恵子: 維持血液透析患者に

おける骨代謝回転と骨密度の関係. 第 25 回中国腎不全研究会. 広島, 2016 年 10 月 
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松江, 2016 年 11 月 
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27. 野尻友紀子, 大谷ひろ子, 中村いつ子, 畦智美紀, 下地則夫, 土谷比奈子, 池田香里, 

山田ちゑ, 汐崎くるみ, 中西朋代, 岡隆子, 前地三枝, 栗栖みや, 前地三枝, 越村邦夫: 
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